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(Full counting stαtistics) と呼ばれる理論が，量子導体を流れる電流Iの薙率分布P(I)を記述す
るための理論的手法として広く用いられるようになった.その理由は，電流キュミュラントの生


























((In) = on F(O; B)/δ(仏)η =L~=O L;:n(B)/m!(V/T)m.すると揺らぎの定理辻非議形輸送需数
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